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【
研
究
の
背
景
と
目
的
｝

占
領
下
の
日
本
に
お
い
て
、
機
関
誌
を
発
行
し
て
い
た
日
本

助
産
婦
看
護
婦
保
健
婦
協
会
（
以
下
、
看
護
協
会
）
の
支
部
は
、

埼
玉
県
、
長
野
県
の
み
で
あ
っ
た
。
長
野
県
で
発
行
さ
れ
た
雑

誌
『
す
こ
や
か
」
は
国
会
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
古

書
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
・
本
研
究
で
は

ア
メ
リ
カ
の
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
に
保
存
さ
れ

て
い
た
雑
誌
『
す
こ
や
か
」
お
よ
び
Ｇ
Ｈ
Ｑ
参
謀
第
二
部
（
Ｇ

２
）
の
。
皇
ｏ
ｇ
ｇ
厨
三
℃
ロ
①
国
呂
日
ｇ
具
Ｃ
Ｃ
Ｄ
）
が
作
成

し
た
検
閲
文
書
を
分
析
し
、
地
方
に
お
い
て
看
護
改
革
が
ど
の

38

ｌ
長
野
県
に
お
け
る
保
健
婦
の
活
動

占
領
期
の
医
療
・
看
護
に
関
す
る
出
版
物
ょ
ぅ
に
受
け
容
れ
ら
れ
実
行
さ
れ
て
い
た
か
、
ど
の
よ
う
に
検

閲
が
行
わ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

０
１
Ｆ
ｂ
Ｉ
陣
Ｂ
ｌ
Ｉ
ｌ
、
ｂ
Ｌ
〆

の
検
閲
（
三
）東

京
慈
恵
会
医
科
大
学
医
学
部
看
護
学
科

大
石
杉
乃
・
喜
多
加
奈
子

平
尾
真
智
子
・
芳
賀
佐
和
子

【
結
果
お
よ
び
考
察
一

フ
ラ
ン
ゲ
文
庫
に
は
、
一
九
四
七
年
三
月
三
○
日
発
行
の

創
刊
号
、
一
九
四
八
年
三
月
一
五
日
発
行
の
二
号
、
同
年
六
月

一
日
発
行
の
六
号
の
計
三
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
六
号
に
は

最
終
号
と
の
記
載
は
な
く
、
六
号
以
後
は
発
見
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
廃
刊
と
な
っ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

発
刊
の
辞
に
は
、
「
会
員
の
親
睦
」
「
学
術
技
能
の
向
上
」
「
言

論
の
自
由
な
展
開
」
と
い
う
発
刊
の
目
的
が
記
さ
れ
て
お
り
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
看
護
改
革
に
沿
っ
た
活
動
を
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が

伺
わ
れ
た
。
創
刊
号
の
記
事
は
、
主
と
し
て
第
二
回
長
野
県
保

健
婦
大
会
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
検
閲
対
象
と
な
っ
た
の

は
記
事
二
本
、
四
箇
所
で
あ
っ
た
。
長
野
軍
政
部
ス
ペ
ー
ト
中

尉
の
講
演
「
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
保
健
婦
の
實
際
に
就
て
」
に

関
す
る
記
事
（
三
箇
所
）
で
は
、
全
講
演
内
容
が
英
文
で
確
認

さ
れ
て
い
た
が
コ
メ
ン
ト
は
な
か
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
「
或

る
朝
」
と
い
う
国
保
保
健
婦
の
随
筆
で
、
【
○
○
さ
ん
】
と
い
う
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伏
字
が
“
酉
器
ご
行
く
巨
呂
目
”
と
判
定
さ
れ
て
い
た
。
記
事

の
不
透
明
さ
を
認
め
な
い
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
方
針
を
反
映
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
た
。

二
号
の
記
事
の
大
半
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
オ
ル
ソ
ン

（
三
侭
言
茜
○
三
ｇ
己
が
信
濃
衛
生
會
館
で
行
っ
た
保
健
婦
を
対

象
と
し
た
講
習
会
を
紹
介
す
る
も
の
、
保
健
婦
に
対
す
る
保
健

衛
生
教
育
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
検
閲
対
象
と
な
っ
た
記

事
は
二
箇
所
で
、
い
ず
れ
も
オ
ル
ソ
ン
の
講
習
会
内
容
の
英
文

要
約
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
メ
ン
バ
ー
が
確
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

六
号
の
記
事
は
、
看
護
協
会
総
会
の
紹
介
、
同
協
会
長
野
県

支
部
結
成
の
紹
介
、
保
健
婦
へ
の
保
健
衛
生
教
育
に
関
す
る
も

の
に
分
類
で
き
た
。
検
閲
文
言
に
記
載
さ
れ
て
い
た
記
事
は
一

箇
所
で
あ
り
、
厚
生
省
技
官
石
垣
純
二
の
講
演
速
記
録
「
衛
生

教
育
に
つ
い
て
」
の
〔
結
核
に
関
す
る
衛
生
知
識
テ
ス
ト
を
中

学
生
に
行
っ
た
が
、
正
解
者
が
少
な
く
知
識
が
乏
し
い
（
著
者

要
約
二
と
い
う
部
分
に
ゞ
ぎ
朗
巨
の
旨
さ
扁
日
豐
自
￥
と
記
載
さ

れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｄ
が
検
閲
を
通
じ
て
情
報
収
集
を

行
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
看
護
課
の
指
導
の
も
と
に
看
護
協
会
（
助
産
婦
、
保

健
婦
、
看
護
婦
を
一
つ
の
職
能
団
体
に
統
合
）
が
一
九
四
六
年

一
一
月
二
二
日
に
結
成
さ
れ
、
地
方
に
支
部
が
結
成
さ
れ
た
。

『
す
こ
や
か
」
の
発
行
者
は
、
創
刊
号
と
二
号
が
長
野
県
保
健
婦

協
会
で
あ
っ
た
が
、
長
野
県
支
部
結
成
（
一
九
四
八
年
三
月
二

八
日
）
後
に
発
行
さ
れ
た
六
号
で
は
看
護
協
会
長
野
県
支
部
と

な
っ
て
い
た
。
長
野
県
は
戦
前
か
ら
保
健
婦
数
が
多
く
（
一
九

三
○
年
に
全
国
の
五
・
一
％
）
、
看
護
協
会
支
部
結
成
に
際
し
て

も
、
保
健
婦
が
活
動
の
中
心
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。

検
閲
保
留
や
発
行
禁
止
に
な
っ
た
記
事
は
な
か
っ
た
。

【
結
論
一

一
、
長
野
県
に
お
い
て
は
、
保
健
婦
が
中
心
と
な
っ
て
看
護

協
会
支
部
が
結
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
ｃ

二
、
Ｃ
Ｃ
Ｄ
は
文
書
の
検
閲
を
通
じ
て
、
情
報
収
集
も
行
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
Ｃ
Ｃ
Ｄ
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
方
針
が
正
確
に
伝
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
関
係
者
の
発
言
は
す
べ
て
検

閲
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。


